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リタシ共同体( I九 I んー同体」と長ロ， 'への帰還を{に戸市じたが，デイムズデイルの意識過程






ツグが人生の究似の目的と ~j 己実現」あるし汁 1個性化j とは， 1個ノこ l九!CIする
、ょを実現し， 三川!てl設を高次の全iャi土/，と志向せしめる」過程であり s そっ中心となるのは 意識
と無意誌とを汽んだ心の全体性の中心」たる jl'j己Jである(河合年雄『ユング心上位学入門j，220 
221) 0 )イマ/は「人格の全イギJ性の構築をu指す…「自己Jの調教作用」を「中心志向J(f意識の起淑
と呼い、 人変半においてこの「中心志向Jを主誠化すること(r立識j，704)， P!Iっ n.Jえ














意味が天さく，父権的る:人格分裂の危機へのぷiA:策ともなふう c 翻って I緋文字J旨訟の「原えJ(神
を背景とした「共同体J)は，権威はあるが陰気で狭量な老父であり 9 厳格過ぎる法と刑罰から独善的






無意訟のl廿淳に逃げ込んだ「アニムス」との安の搾を希求するコこの分離と結合と Lイ il3反する LJ の
追求は，ヘスターの白比確1rをEl18-)-1竜との院しリにおいぐ， 1太母」的情念のfi:識山抑制と過激な
I'IH思想、を含む男性的意識の女性的中手1I パールの忍耐強い母イ慈悲の修道交J(Hawlhorn巴， Nath 
anll巴，LThe ，'1carlet JAUcr， VoL、:r(六 TheCen tenary Editwn the Worhs 01 Na! h，αruel Rα，wlhorne， 
Ed. R"JγPeac:θとtaL Culu川 bus:Olwl State UP， H)(;2-1978 p.H1. J，干¥応1t=からσ)日1)-jj' 1:土
ページ数のみを記す。)としての奉仕活動-芸術的手去によるリビドー昇華・白i舌 として，即ち男







シケ一のj道萱を凝縮Lたぴの〕が第4びの〕λl'早起の冥冥令界干下りjと帰J途注l仁二才おJ;けナる 「失目敗土υJであり札， ノ iマンはこれを英




































































































































































と捉え{く|き14>を主主照)，あ ç~) ゆる分割を討する全体としての I ニましい」元引には両性孔の
fメージがふさわしく(<図 5>を参照)ヲ姉弟の役割交換も「たましい元型」との出会い，あるいは









れた彼の側仁身を投出した姿に暗示される υ 両性具符の「たま L¥，、」へと向かった彼女は， (h)におい









神へのこの自我肥大山な接近は，点、線の中間 j市ではf皮の思索や過政なiム!出思想、への何回U，アン a ハy
ヂンソ J的な予言者との自己同一視 (d)に，忌;識厄lでは弱者の感謝をJ巨む「慈悲の修通女」としての



































たかの如き牧師i， 一転してベルセポネー 「ベルセウスに殺された女神」の意(ケレーニイ， 70) 
の夫，冥界の正ハーデスの肉体性を喚起され，ベルセウス=ハーデスとなって「夫」としての男性






「夜の航海 l の下降からと昇への転回点として見逃せない瞬間なのであり，ルーシ~ "マドックスのこ























の柑をも併せ持つ存在である c (デメーテル コレー・ベルセポネー神話が象徴する母娘の 1['[己j
「科目("]:Jにおける「夜の航海」 高島まり子 11:1 
1 I 関係にていてはり G.ユング「杭向元型論l -会参照され1~ ¥. '.)ノ¥スター が百児:ウー ら娘を






















の杓 ヘスター」び)長閑4系を0えて l 会:識t支li皆lこ5¥き1げられるのだ しかしなが、らVl平にわけで，
「共同体j によっ ζ主~をぶわれようとしんへスターの;午、りと組望感は，ペル七;J;ネーの嬰公を 11長え 7~'メー
テルの悲|嘆と市なり，彼交の沫層に本来のデメーテルーコレー神話が生き続けていることを示すの
る。
はデメ ァ J1/は穀物を枯らすと'{¥う復讐にょっとゼヴスを動かし 似の救出に成功 I~ が，そ











































































と引き上げ (b)~ (c)， I森jの場面でアテナを内包したコレー・ベルセポネーとなって太母テ、メーテル
との一層強い糾をlcri友L(1) デイムズデイルと能重方的な「死の Jを実現することによって~のトlド
話の意味を L， ふ"I娘J(意識と無意識の統台の としてのパール) を懐胎した Ilr[ゴ
不一 (あノシ¥は に[才ごらったデメーテル白身、， 1'] ゆえに「失目士」したプシケーとなって判
話を再び l吉"哉は Ijf~ÿへとさせ (m) 遂にはデイムズテイ)レの ( p )を受け入れ， (1 iJλ 
(u)にかけて台、議と挺立誠 4 り↑生性と女性性・罪と救済とい.-)た'J の結合の象徴たるパ-)1， ブン
ケ山の娘たる女神「喜悦」に当たる)を真に出任して「意識的な母」としての女神ヲ長1]ち「出産したプ


















全体性を回復ふりた、 とは)-_:3えまいか。対立物を結合する」 こそ彼女の全体像で 51¥ 




のデイムズデイルとの関係に言及せざるを得ない ρ 「森」への「夜の航海」は拙論 (6)で考察したよう
に男性1'[我の視点から， I忠臣ヨハネス」の王子の如く牧師がヘスターの女性性を後得する過程とも
えるが，父権的抑圧により緩小化された 1:女とは異なり，ヘスターは彼を力強く先導する c それ以前の
姦通(a)にいて切:土ヘスターにとっては彼女を霊的 In吉岡の楽園」に閉じ込める略奪者ハーデヌで
116 鹿児島女子短期大学紀要 第36ij (20J l 




































注目し， Iオシリス神話には精神への高まりのテーマとヲその高まったJJf:Jj!と下なる豊暁の Jl(J.Ij! 
との結合のテーマとが官共に不可欠の要素として一つに結ぼれて……ユンゲの言う個性イヒ過程を表明す
『斜1-え;字Jにおける「夜の航海j 高島まり子 117 
るものJ(r意識.L706-707)と考えるのである。そのような視点から「森Jのデイムズデイルを見る




l 心理学的にはfl我解件、を意味する1を妻たる r 女神イシスにょっとjへliみ立てられ f 復元される
初期のオシリスの母権的再生過程を連想させる。吏に援半 (n)のパールの抵抗は，オシリスの後の発達






は，してぐれなかったけれども! でも，いまなら‘ して 01ますね?J (372)といろヂイムズデイ J]
のパールへの三葉に3仕;則される。 Jでなくによづて十呼生される点ゆ， 1皮がオシリスより
ι物の結合による全体性の回復に近いことを示すのではなかろうか。
さて「妻]であり「母j でもあるヘスターに上って原初的なとそ命力を回複 ~j (1)， i棋j によっデヂ
jしを精f作三i旬に高める史iえを埋め込まれたデイムズ Tイ)v(n)は，杖をJちに性的シン Jvに包まれて
「共同体」に帰;)，拙論 (1)'~で論じたように「悪魔」であると同時に「神の使訂」でもあるヂリン
ゲワスとの再会における「竜退治J を経て m iH教と罪の告白山)の巾で意識と無ぎ識， とかろ
むのと下なるものを針めとする対三物の結合をみし;丞げ，遂に臼ら「英雄Jとして再生寸る。この
は， i L昇する者として，またうー(ホルス)と結合する者として， flらを結合し産み返す者となる」
(f意識j，3~引オシ 1) ス何最終的が父格的再生に当たる。子 L てデイムズデイルは白らへスターに「思
































ところでユングは『ヨブへの答え』においては ~H!I 自立にのみ視点を広三、女性七Eを男性 i 1刊を再生
にく「母」と LごLか認識していなかったのか，女1"1日投独自の手J竺過程には触れす" Iマリア被昇








7>を参JF-1)，林道義氏の解説(rユング思想、の責髄.1. 254 -259 )を参考に考察する c
I裸の真会J:壬王女王が虚飾君子脱ぎ捨て，繰で[rlJ き弁っている J ア!てと~の自分を知る土問時に，「ア
としてザうたしてきた相手のマイナス面をも意識〆iとする段階とされる c ヘスターの昔I'_rlよってチ
') ./グワスの正体を知ったデイムブ:ヂイ)レが衝撃のあュ:)i到れ 彼女も恨のJgUに身を投げ出 Lて許しを
詰う場河に該当し，意識層における互いのベルソナが破壊されたことを象徴すると考えられる。彼は倒
れた自分を死のイメージと結びつけて語りツ更に後で倒れた自分を拍ぎ捨てた衣服のイメージと重ねて
『緋文字』における「夜の航海j 高島まり子 119 





































































f緋史;字』における「夜の航海」 高 島 まり子 121 
即ち「出産したプシケー」となり，デメ』テ]ルレ一コレ一神話を新た心去:地平に再生させたことり l凶μ叫l!噂i寺寺に，
寸ナ二、イ ム;>、サデ、〆寸1ルの 「円7伯伺rtf閉F凹I十ι「
f守;た:次次」予たるいはオンリスの変容.;~担に連れ{jょう f シスのような「母」となったこと υ もっとも lt 
を1'] L，その境地を生き始めたのは，時を経てヨーロッパから「共同体jに帰還した後，臼ら排文字
を身に_'て「共同体」の人々の相法悦手としての役割を果たすようになった時点であろう。
以ーヒ， での ぴ布j って読へで見たが， にこの はデイム
イルとへス夕、の「夜の航海 j(特に前 スターが，後半はテ fムズデイ yしがヰ1心となっている感
人の「森 l への往復がめカ、に「個じ過(土あるがj にあては ると思われ a
'1正するとは えまいか
けら「夜の航海」に出る引性達も， r忠臣ヨハネス」の王子や『熊;のアイク， rパック)J...ペリー ・フイ
/の冒除!のハックのように父権的作I;!'Jで怠識と 11、意識の支を実現はするが?父権的意l'哉が極jii:
さわた !Ii坪におし、て「太母」 I:lfi値は切り i、 t'られ γ二マ」も j三動的他者に さむ
相の[耐直低トーと蕪意識の芥[;1ιは続く。 しかしながら I俳文字』には芳女の「竜との戦い」が民に描
:う、il， も J、で成し注げ対等に との交流そ果たす。す91任記の女権拡張論を父
ーゾーンは，男子j:けと欠性性カ、不可すの相1 lij 
を統合L，主体性を実現する元型的過程を描いた。父権的な英雄神話の枠組!みを超









， ) t出riお1， 1 ティムス
第2fì~，~， 1991) 
1ルの精十1]1巾変$1 自我号i主び〕元型的ブロ スにつし ー(鹿児Eμ子T;fiJt)J大学紀
.jtl!円前f空1・「ヘスターモプシケ一一『緋y:子」に潜か女性的心頭与を速のプロセスーJ(1μj 第29-"子 199，↓j 
拙論(う IThe[，(川 Letterにおける ChillllJ江川lorthのい性ーく悪魔〉三<神の絞:>一J(1可
円 1995)
拙諭 (4): I英雄神話『緋文字jの意味執筆の私的要因と牡会的要同 J (同 第31号‘ 1996)
引Ji論 l川 一<白己>T1:ffif象としーとの川、arl-j日~I.~ っ対立と統合 (同 第九九号 1998) 
ftH1rH 行 'f緋文字Jにおされたとなる神話 k判itと男性YI(1)統合 J ¥ l，jJ '1;31号， 199りl
2) .L 1)ッヒ・/{マン ノイマンは人類の意識発遅過程を「ウロボロス，=1京両親」→「太1:)J→「原間話lの分離」→
「英雄」の「竜退治J-1父殺し」と「舟殺し」→「烹撚」によゐ「内われの反t'È~の情肢と j-or物j の獲得J::胃
述した-立政の起点j史」
122 鹿児品女子短期大学紀要 第3信号 (2001)
「ウロボ亡!スJ: I円をなす地，自らの!芸をかむ始j原の)県蛇」で， bI我誕生以前の無意識の状態から脹芽自殺
の楽犬態までをえ1司、ノンボル(~方、識の起源安'1. :15-80)。
申円、時1・I ri ]12がぱらをウロオミnスとのI，-，J状態から切り献し始めJ 意E訟を破壊と創造の二面性をりつ
両義的な「大母」として体験する時期(白1-163)。




ヰ[司 ，0)結婚」 太f:Jj支階の乙kが新たに強力な来意識的内在に臼:服され 9 それを圧倒れな男性性と Lて1己










3 )このような男性の「個性化」を先る「息子」の「母」と Lての役割は、イシスや「聖i:J マリアのみなら
ず，現在においても女性によく見られる 1 例えば，最近では芥川賞作家の柳美里氏の作品『命.1 0)新聞広告にお
ける写真とキャッチ・コピー(末尾に転載したものを参照)に，現代的な「聖母J伎としての「太陽を着た女」
イメ 与が現れてレると忠われる、f!IJち，病み支えた男性を受入れ弓癒し，者取るのとほUIμJil与に， ま之Jで彼の










かねないノ川命や未船出「長という負ぴ)'喪主 「太H の暗い反面を紋依するよっな l土，聖母 ri象主連想させる予真
の視覚効呆によって薄められる j 更に「父なし子を生む」という負の要素は，生殖メカニズムが解明されていな
かった古代の女性の原体験(男性に依存しない出産)が昇華されたものとしての「聖母"?リア 0)処女懐胎との
共通陀をも暗示し， trしろ逆境に耐える健気なiJイメージや村!の花ほ (1神のヂ」びJ母)としての「聖母」 イメー
ジ、へと反転していえ。後交が既に u;j(jJlのゆりかごJf也において，非正tff，の対伎ともいうべき昔!iXjと波乱に漏らた
半生を作品化してきた作家であるだけに，この反転はより強力な印象を与えるのだ。
こう Lてキャッ千コヒ と写真/)'i'統わされてらえられるメツ七、ジは，たとえ旦 kの暗い妥叩劇を基~lÆ にして
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エリッヒ・ノイマシ L~~訟の起源史.1 (上)(下) 林 道義訳(紀伊M出芹巨， 1984年)
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一 『続・元型論J林道義訳(紀伊国屋書厄 1990年)
124 )1f}L~ 尚 fょ J 妻、))ij j:*~'f記事Z 弟;ぅ6.~'.~ (20C 1 ) 
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